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春
近
し カイ

ツブリ通信
I nform ation 2012年3月～4月 人々アートマーケ

ッツと
ヘブンアーティストな その

3
その3

コガモ

hinagiku*さん（左）とbagwormさん。
お互いに作品のアドバイスもするのだとか

　井の頭池の北側で、机を並べて出店し
ているお二人。ヌメ革や落ち着いた色味
の革小物と、天然石やガラスビーズを
使ったアクセサリーに、通りがかった
人々が口々に「かわいい」と言いながら足
を止めます。
　バッグや小銭入

れなどの小物を作っているbagwormさん。
「使っていくうちに味わいが出てくる素材感のあ
るもの」が特徴です。自身で染めた革も使い、手
縫いして仕上げます。hinagiku*さんは花や星、
サクランボなど自然をモチーフにしたピアスやペンダントを作ります。
　実はお二人、アートマーケッツへの出店が縁で出会い、昨年結婚した
ご夫婦です。二人そろって優しい作風と笑顔。
　平日は別々の場所で制作し、別々のイベントに出店しているけれど、
ここ井の頭公園は近所とあって一緒に出店しています。「品物の幅が広
がるので、カップルのお客さんが多いんですよ」と言います。鳥の形を
した革のブローチや、色石と革を組み合わせたキーホルダーなどの合作
もあります。

http://homepage2.nifty.com/tnt-lab/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

コガモのカップル。
渡去直前にカップル
になるものが多い。
オスの仕事はメスを
守ること。

　
2
月
9
日
の
時
点
で
、
井
の
頭
池
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
は

カ
ッ
プ
ル
と
も
う
一
羽
の
3
羽
で
す
。
写
真
は
、
合
流
し
た

カ
ッ
プ
ル
が
「
キ
リ
キ
リ
キ
リ
・
・
・
」
と
鳴
き
交
わ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
育
て
中
で
な
い
カ
ッ
プ
ル
は
な
わ
ば
り
内
を
別
々
に
行
動

し
、
出
会
う
と
嬉
し
そ
う
に
大
声
で
鳴
き
交
わ
し
ま
す
。
こ
の

鳴
き
交
わ
し
は
関
係
を
維
持
す
る
上
で
と
て
も
重
要
な
儀
式
の

よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
一
緒
に
巣
材
を
運
ぶ
作
業
を
し
た
り
交

尾
行
動
を
し
た
り
し
て
、
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
で
き
た
て

の
熱
々
カ
ッ
プ
ル
は
、
な
わ
ば
り
内
を
二
羽
で
ず
っ
と
一
緒
に

行
動
す
る
、
い
わ
ば
デ
ー
ト
を
よ
く
し
ま
す
が
、
安
定
し
た

カ
ッ
プ
ル
は
必
要
最
小
限
の
こ
と
し
か
し
ま
せ
ん
。
こ
の
辺
り

は
カ
イ
ツ
ブ
リ
も
人
間
も
同
じ
の
よ
う
で
す
。

　
二
羽
は
羽
の
色
が
す
っ
か
り
濃
く
な
り
、
仲
も
安
定
し
て
い

ま
す
。
交
尾
行
動
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
い
つ
子
育
て
を
始
め
て
も
よ
さ

そ
う
に
見
え
ま
す
。
気
候
、
メ
ス
の

栄
養
状
態
、
子
育
て
中
に
ヒ
ナ
と
自

分
た
ち
の
餌
を
十
分
確
保
で
き
る
か

な
ど
を
見
極
め
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
春
は
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

今月の
はな子 『いのけん』  講座 答え合わせ

問題1

問題2
答え：c ）小鳥の森
解説：春と秋には、山などで
子育てする夏鳥が渡りの途
中に立ち寄り、冬には、冬鳥
や漂鳥が井の頭公園で冬を
越します。立ち入り禁止の
上、手入れも最小限にしてい
るため、多くの鳥が訪れま
す。バードウォッチングの好
ポイントになっています。

答え：c ）カピバラ
解説：カピバラはネズミと
いうよりはヤマアラシに近
い動物です。2010 年の夏に
は井の頭自然文化園本園に
カピバラ用のプールが完成
し、水浴びをしたり、潜った
りできるようになりました。

●グリーンバード 3月  5日（月） 場所：井の頭池付近
●あおぞら実験室 3月11日（日） 場所：井の頭池付近
●どんぐり広場 3月14日（水） 場所：御殿山広場
●ネイチャー☆マジック 3月17日（土） 場所：新公園（三鷹の森ジブリ美術館の東側）
●ツリー☆マジック 3月18日（日） 場所：新公園（三鷹の森ジブリ美術館の東側）
●ネイチャー☆インプロ 3月25日（日） 場所：新公園（三鷹の森ジブリ美術館の東側）
●グリーンバード 3月25日（日） 場所：井の頭池付近

　　　　●Wonder Hut Returns
　　　　　～どうぶつのふしぎがいっぱい
　　　　　１月２日（月）～11月25日（日）
　　　　　場所：本園 資料館
★開園時間１時間延長
　ゆっくり楽しんでいただけるよう開園時間を延長します。
　３月３１日（土）、４月１日（日）、５月３（木）～６日（日）
　９：３０～１８：00（入園は１７：00まで）
★無料開園日
　どなたでも入園料無料でお入りになれます。
　５月４日（金）みどりの日、５月１７日（木）開園記念日

●第27回 吉祥寺音楽祭 [公園コンサート]
　４月２９日（日）　１３：００～
　場所：野外ステージ　　主催：吉祥寺音楽祭実行委員会 他

●第82回「春の野草」 3月18日（日）10：00～ 12：00
●第83回「花」 4月22日（日）10：00～ 12：00
●第84回「野鳥」 5月12日（土）　9：30～ 12：00

井の頭かんさつ会　田中 利秋井の頭自然文化園　園長　成島 悦雄

　2012年2月5日に、350人ほどのお客さまの参
加を得て、はな子65歳のお祝い会を行いまし
た。邑上守正武蔵野市長、清原慶子三鷹市長、
ラーピセートパン・タイ王国大使館公使もお祝い
にかけつけてくれました。両市長からは長年にわたり人々に夢と勇気を与
えてくれたことに対して、はな子に感謝状が授与されました。タイ王国大
使館からはタイ産バナナ120kgがプレゼントされました。はな子はバナナ
を食べてふるさとをなつかしく思い起こしたかもしれません。日本の動物
園で飼育されたゾウの長寿記録65歳に並んだはな子ですが、皆さまの温か
な応援と飼育担当者の工夫と努力により、これからも元気で長生きしてほ
しいと思います。

生き物たち井の 頭
公 園 の

井の頭自然文化園

はな子が65歳
日本の長寿記録に並ぶ

（たなか としあき）

井
の
頭
の
池
か
ら
神
田
川
へ
出
た
コ
イ
太
郎
は
、

岩
だ
ら
け
の
中
を
す
す
み
ク
タ
ク
タ
に
つ
か
れ
、

夕
や
け
橋
で
ひ
と
休
み
。「
や
っ
ぱ
り
池
の
方
が

よ
か
っ
た
。」
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
川
で
ザ
リ
ガ
ニ
を
見
付
け
た
ア
オ
サ
ギ

が
「
こ
の
先
は
桜
も
み
ご
と
で
楽
し
い
よ
。」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、

少
し
行
く
と
ビ
オ
ト
ー
プ
が
あ
り
、コ
イ
の
仲
間
達

も
た
く
さ
ん
い
て
、
の
ん
び
り
休
め
ま
し
た
。

絵
と
文
　
せ
の
う
さ
ち
こ

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住

コガモたちが戻って来てくれる公園に

詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.i-np.jp/index.html

hinagiku*さん（アクセサリー
作家）

アートマーケッツは、主に土日祝日に開催しています。3/18・20・24・25・31　4/1・7・8は開催しません。

bagwormさん（革鞄・革小物作家）

●ネイチャー☆プログラム
ネイチャー☆プログラムとは…次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
 楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

　漢字では小鴨。カルガモと比べると全長で6割ほど、体
重では4分の1ほどの小さなカモで、冬鳥です。井の頭池
のカモを1966年から毎冬数えている自然文化園の記録によ
ると、1960年代には4、5百羽も来ていました。しかしその
後渡来数が減り、1990年代の中ごろ以降はほぼ姿を見せな
くなっています。池を集団で泳ぎ回りながらメスに求愛す
るオスの、口笛のような鳴き声が懐かしく思い出されま
す。4月の初めごろまで池に留まるので、満開の桜との取
り合わせも楽しめました。渡来数が減ったいちばんの原因

は、コガモが採食するのに適した場所が井の頭公園周辺に
ほとんどなくなってしまったからだと思います。
　じつは、井の頭公園と三鷹台駅との間の神田川には、今
も毎年10羽ほどのコガモが来ています。水深の浅い川で
黙々と食べ物を採っているその姿を見ようと川を覗き込む
と、たちまち逃げ去ります。エサをくれるのかと寄ってく
るカルガモとは大違いです。近くの善福寺公園には今もコ
ガモが来ますが、広々とした上池ではなく、ヨシやマコモ
が生えている下池のほうにいます。用心深いコガモは丸見
えの場所が苦手なようです。1970年ごろから井の頭池に来
るようになり、その後激増したオナガガモは、来園者のエ
サやりが呼び寄せたものです。コガモはそれと入れ替わる
ように減りました。エサやりは、適応力があり人に慣れや
すいカモを増やすだけです。
　神田川のコガモは、以前は夕暮れ前にどこかへ飛び去って
いましたが、昨冬からは神田川で夜を過ごすようになってい
ます。そこから目と鼻の先の井の頭池へコガモたちが戻って
来てくれるには、池がどう変わればよいのでしょうか。

特設
展示

井の頭恩賜公園

井の頭かんさつ会

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

このほかにも、ＧＷ期間中に吉祥寺駅周辺でコンサート等が開催されます。
詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.kichion.com/

事前申し込みが必要です。
詳細や申し込み方法はHP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

両市長から感謝状

神田川のコガモ

　2012年2月18日に井の頭恩賜公園100年
実行委員会主催による『よみがえれ！！井の頭
池！かいぼりシンポジウム』が開催。定員100
人を超す133人が集まり、市民の関心の高さが
感じられました。中でも、パネラーの千葉県立
中央博物館林紀男氏のミジンコを活用した水質
改善提案には、多くの人が興味深く聞き入って
いました。（裏面参照）

かいぼりシンポジウムに133人
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私
と
井
の
頭
公
園
そ
の
3
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

井の頭恩賜公園の歩み
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滅
び
ゆ
く「
水
屋
」が

伝
え
た
か
っ
た
も
の
は
？

池
の
水
を
撒
い
た
ら

　
　
　

道
路
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
た
の

　

井
の
頭
池
を
水
源
と
す
る
神
田
川
は
、
江
戸
時
代
は

「
神
田
上
水
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
の
町
を
は
じ
め
江
戸
城

中
に
も
引
か
れ
て
い
た
水
道
で
し
た
。

　

江
戸
城
の
堀
を
通
り
、
途
中
で
使
わ
れ
る
こ
と
な
く
日

本
橋
川
に
至
っ
た
水
は
、
銭
瓶
橋
の
近
く
で
放
流
さ
れ
て

い
て
、
幕
府
の
許
可
を
得
た
「
水
船
」
が
そ
れ
を
汲
み
、

日
本
橋
川
と
隅
田
川
を
渡
っ
て
対
岸
の
本
所
・
深
川
ま
で

運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
所
・
深
川
辺
り
の
井
戸
水
は
、
塩
気
が
あ
っ
て
飲
み

水
に
適
さ
な
か
っ
た
の
で
、
「
水
船
」
で
運
ん
だ
水
を
桶

に
入
れ
て
天
秤
棒
を
肩
に
売
り
歩
く
「
水
売
り
」
が
、
界

隈
に
住
む
人
た
ち
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
い
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
近
代
水
道
の
整
備

が
進
む
に
つ
れ
て
、
「
水
売
り
」
は
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

家
光
が
「
井
之
頭
」
と
命
名
し
た
と
い
う
伝
説
を
記
し

た
石
碑
を
寄
進
し
た
『
深
川
水
船
組
合
』
は
、
調
べ
て
み

る
と
、
寄
進
年
を
遡
る
こ
と
4
年
の
明
治
22
年
に
『
濾

水
社
（
こ
し
み
ず
し
ゃ
）
』
と
い
う
会
社
と
合
併
し
、

『
江
東
濾
水
（
こ
う
と
う
ろ
す
い
）
会
社
』
と
改
名
し
て

い
ま
す
。
仕
事
も
大
き
く
変
化
し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
折
に
、
改
名
前
の
組
合
の
名
で
、
あ
ら
た

め
て
地
名
の
原
点
を
記
す
石
碑
を
立
て
る
。
そ
の
心
は
、

ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
と
な
っ
て
は
「
水
船
」
の
姿
は
跡
形
も
な
く
、
「
水

売
り
」
も
幻
の
職
業
で
す
が
、
時
代
小
説
『
道
三
堀
の
さ

く
ら
』
（
山
本
一
力
著
／
角
川
書
店
）
を
読
む
と
、
「
水

船
」
の
仕
組
み
や
「
水
屋
」
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
従
事

す
る
人
た
ち
が
誇
り
を
持
っ
て
人
々
に
水
を
届
け
る
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
井
の
頭
池

を
起
点
に
江
戸
時
代
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
こ
の
一

冊
、
桜
の
季
節
に
池
の
畔
で
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
？

　

52
年
前
に
こ
の
茶
店
に
お
嫁
に
来
た
の
、
も
ち
ろ
ん
お
見
合
い
ね
。
当
時
は
ま
だ
ガ
ス
が
無
く
て
か
ま
ど

で
ご
飯
を
炊
い
た
の
よ
。
主
人
は
武
蔵
野
市
役
所
に
勤
め
て
い
た
か
ら
、
茶
店
は
お
姑
さ
ん
と
私
で
切
り
盛

り
し
て
ね
、
と
て
も
い
い
お
姑
さ
ん
で
、
モ
ダ
ン
な
人
だ
っ
た
わ
。
店
は
、
大
正
6
年
に
は
あ
っ
た
そ
う
よ
、

多
分
こ
こ
が
恩
賜
公
園
に
な
っ
た
時
に
す
ぐ
始
め
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
公
園
の
1
0
0
周
年
は
茶

店
水
月
の
1
0
0
周
年
な
ん
で
す
よ
。

　

お
嫁
に
来
た
当
時
の
井
の
頭
池
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
き
れ
い
で
し
た
よ
。
水
草
が
そ
よ
そ
よ
揺
れ
て
、
井

の
頭
音
頭
（
注
）
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
池
に
浮
き
草
浮
い
て
い
る
が
、
い
く
ら
眺
め
て
も
根
は
切
れ
ぬ
」
と
い
う

感
じ
。
井
の
頭
池
と
い
え
ば
、
び
っ
く
り
し
た
思
い
出
が
あ
る
の
。
暑
い
日
だ
っ
た
と
思
う
わ
、
当
時
は
前

の
道
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
、
土
ぼ
こ
り
が
す
る
か
ら
池
の
水
を
汲
ん
で
道
路
に
撒
い
た
の
、
そ

う
し
た
ら
道
路
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
た
の
よ
、
び
っ
く
り
し
た
わ
。
よ
く
見
た
ら
、
何
だ
と
思
う
、
エ
ビ
が

た
く
さ
ん
、
熱
く
な
っ
て
い
た
地
面
の
上
で
茹
で
上
が
っ
て
い
た
の
。
す
ご
い
で
し
ょ
う
。
聞
い
た
ら
、
昔

は
み
ん
な
そ
の
エ
ビ
を
食
べ
て
い
た
そ
う
よ
。

　

茶
店
の
方
は
、
5
年
位
し
て
か
ら
お
店
を
任
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、
と
に
か
く
お
団
子
、
お
し
る
こ
、

味
噌
お
で
ん
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
、
工
夫
し
て
ね
、
評
判
に
な
っ
た
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
。
朝
か

ら
夜
中
ま
で
よ
く
働
い
た
わ
。
今
で
も
花
見
の
頃
は
徹
夜
に
な
る
の
よ
。
最
近
は
、
お
店
も
増
え
た
か
ら
、

昔
ほ
ど
で
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
前
は
そ
こ
の
い
せ
や

さ
ん
か
ら
丸
井
に
抜
け
る
道
は
、
寂
し
い
道
で
ね
、
お
店

が
二
軒
し
か
無
か
っ
た
の
よ
。

　

今
は
ね
、
恩
賜
公
園
1
0
0
周
年
と
水
月
1
0
0
周
年
に

何
か
お
祝
い
を
し
た
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
。
公
園
と
お
客
様
と
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
何
か
恩

返
し
を
し
た
い
の
。

　

  

（
七
井
橋
た
も
と
に
あ
る　

花
見
茶
屋 

水
月　

店
主
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文　

川
井 

信
良
）

（
編
集
者
注
）　
『
井
の
頭
音
頭
』
は
、
昭
和
29
年
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
か

ら
発
売
さ
れ
た
。
作
詞
：
野
口
雨
情
、
作
曲
：
森
義
八
郎
、
編
曲
：
服
部

良
一
、
唄
：
榎
本
美
佐
江
。

http://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v=06M

9tE7slEQ

で
、

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

井
の
頭
池
の
水
質
改
善
と
外
来
生
物
駆
除
の
た

め
に
、
「
か
い
ぼ
り
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
水
を
抜
き
、
ゴ
ミ
や
不
要
物
を
取
り
除

き
、
池
底
の
ド
ロ
を
乾
か
す
と
い
う
池
の
大
掃
除

で
す
。

　

西
部
公
園
緑
地
事
務
所
で
は
、
ヘ
ド
ロ
を
除
去

す
る
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
が
実
施
さ
れ
た

1
9
8
5
〜
8
7
年
の
井
の
頭
池
の
記
録
や
、
近

年
の
神
奈
川
県
立
三
ツ
池
公
園
や
埼
玉
県
大
宮
公

園
で
の
「
か
い
ぼ
り
」
な
ど
の
情
報
を
参
考
に
、

実
施
方
法
や
期
間
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
三
ツ
池

公
園
の
よ
う
に
市
民
参
加
の
機
会
を
つ
く
り
、
情

報
共
有
＆
交
換
を
進
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

去
る
2
月
18
日
（
土
）
に
は
、
『
井
の
頭
恩

賜
公
園
1
0
0
年
実
行
委
員
会
』
が
『
よ
み
が
え

れ
! !
井
の
頭
池
！
か
い
ぼ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

を
開
催
。
学
識
経
験
者
等
4
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の

知
恵
と
経
験
を
共
有
し
ま
し
た
。
（
裏
面
参
照
）

　

2
0
1
3
年
の
「
か
い
ぼ
り
」
に
向
け
て
、
い

よ
い
よ
目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

　
弁
天
堂
の
ほ
ど
近
く
、
大
盛
寺
の
高
台

の
ふ
も
と
に
背
丈
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

石
碑
が
あ
り
ま
す
。
家
光
が
コ
ブ
シ
の

木
に「
井
之
頭
」と
彫
っ
た
の
が
地
名

の
由
来
だ
と
い
う
伝
説
を
記
し
た
石
碑

で
す
。
寄
進
者
は『
深
川
水
船
組
合
』、

寄
進
年
は『
明
治
26
年
』と
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
『
深
川
水
船
組
合
』と
は
何
？
石
碑
を

立
て
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
？

… 井の頭自然文化園の人気者。「世界最大のネズミ」と呼ばれるこの動物はなんでしょう。
　 a) パピバラ　ｂ）コピバラ　ｃ）カピバラ　d）ベツバラ

答えは裏の面にあります。

『いのけん』  　　　　 講座

冨
岡 

俊
子 

（
小
金
井
市
在
住
）

（井の頭公園検定）
現在、NPO法人みたか都市観光協会と武蔵野市観光推進機構の共同主催で、
第 1回井の頭公園検定（通称『いのけん』）の実施準備が進んでいます。

い
よ
い
よ
始
ま
る
！

　「
か
い
ぼ
り
」の
準
備

『深川水船組合』の寄進による石碑。
1980年代までは、脇にコブシの木が生
えていたそうだが、今は石碑のみ。

▲ よみがえれ！！ 井の頭池！ かいぼりシンポジウム

（3級）

（3級）

問題1

問題2

▼

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100周
年を迎えます。『いのきちさん』は、もうすぐ100歳を
迎える井の頭公園に、感謝の気持ちを込めて、地域の
市民と企業と団体の協力により発刊された100周年
カウントダウン新聞です。名称は井の頭公園の「いの」、
隣接する吉祥寺の「きち」、井の頭池が市内となる
三鷹市の三「さん」を並べたものです。

（当面隔月発行となります。）

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

『
懐
か
し
の
吉
祥
寺  

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。
「
ま
ち
エ
ネ
＋
＋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

主
宰
（w

w
w
.tassetasse.jp

）
。

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

『いのきちさん』を置いていただける所を募集しています。

http://www.inokichisan.com/ … 西園と玉川上水の間にあって、渡り鳥も訪れる、フェンスに囲まれた雑木林の名前は
　 何というか？
 　ａ）三鷹の森　　ｂ）オオタカの森　　ｃ）小鳥の森

『いのきちさん』のホームページができました！更新中！

スマートフォン対応

深
川

隅
田
川神田上水

日本橋
川

外濠（神田川）

永代橋

新大橋

和田倉門

銭瓶橋

馬場先門

大手町門

両国橋
本
所

御
城

神田川水の分配域

写真提供 : 井の頭自然文化園


